
 

会長賞 

13名 

 

S 35 新井 靖一  

 ゲーテと古代ギリシャ 

 

 

S 37 梶野 啓 

   「ウイルヘルム・マイスタアの修業時代」についての考察 

 ――ゲエテ研究のための現代的視点 

 

 

S 39 大久保 良一 

  ゲーテとビューヒナー 

 

 

S 44 長谷川 勉 

 ファウスト第 1部の道化 

 

 

  



 

 

 

S 48 都築 正巳 

  『ファウスト』の時間形成 

 

 

S 49 森 淑仁 

 ゲーテの真理概念について 

 

 

S 58 高橋 行徳 

 『タウリスのイフィゲーニエ』試論 

 

 

H 2  石橋 道大 

 プラーテンのピンダロス風韻律形式 

 

 

H 6 加藤 好光 

  光の四行詩「眼が太陽のようでなかったならば……」について 

  ――その成立史と思想的背景―― 

 

  



 

 

 

H 7 神尾 達之 

 『若きヴェルテルの悩み』における書字と逃走 

 

 

H14 浅井 英樹 

 ゲーテ『親和力』におけるオティーリエの 

 拒食のモチーフについて 

 

 

H 20  平松 智久 

 「献辞」における「曇ったまなざし」――『色彩論』から見

 た『ファウスト』における「曇り」の構造原理の一考察―― 

 

 

H 22 北原 寛子 

  永遠を可視化する小説 

 『ヴィルヘルム・マイスターの遍歴時代』 


